
 

 

 

 

 

 

 

第２編 

生活環境影響調査書作成に関する審議経過 
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第１章 方法書に関する審議経過 

1. 地元説明会、環境保全協議会の意見及び事業者の見解 

方法書に対する地元説明会、環境保全協議会の意見及び事業者の見解は、表 1.1(1)～(2)に示すとおり

である。 
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2. 有識者会議の意見及び事業者の見解 

方法書に対する有識者会議の意見及び事業者の見解は、表 1.2 に示すとおりである。 
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第２章 調査書（案）に関する審議経過 

1. 地元説明会、環境保全協議会の意見及び事業者の見解 

調査書（案）に対する地元説明会、環境保全協議会の意見及び事業者の見解は、表 2.1(1)～(2)に示す

とおりである。 
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2. 有識者会議の意見及び事業者の見解 

調査書（案）に対する有識者会議の意見及び事業者の見解は、表 2.2(1)～表(3)に示すとおりである。 
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第３章 調査書（案）の修正内容 

調査書（案）に対する有識者会議の意見等を踏まえ、調査書（案）の見直し及び修正を行い、その内

容を調査書に反映させた。主な修正事項の一覧を表 3.1(1)～(2)に示す。 

 

表 3.1(1) 主な修正内容一覧(1) 

調査書(案)における項目 主な修正内容 

第 1 編 
第 2 章 
2.2 社会的状況 

・「2.2.2 交通量の状況」の表 2.2.4 に 12 時間交通量調査と 24 時間交通量調査の時間帯

の記述を追加。（P2-6） 

第 1 編 
第 2 章 
2.3 自然的状況 

・「2.3.3 地象」の状況に「松本市ハザードマップ」（令和 6 年 4 月）及び「第 3 次長野県

地震被害想定調査」（平成 27 年 3 月）の震度予測の情報を追加。（P2-91～P2-92） 

第 1 編 
第 3 章 
3.2 生活環境影響調査の

項目と選定理由 
（その他関連部分） 

・各調査項目の選定根拠等の影響に関する表現を、次のような使い分けで統一した。（P3-
3～P3-15） 

「影響はない」…理論的、経験的に影響の可能性がない場合 
「影響はほとんどない」…理論的または経験的に影響の可能性が低い場合 
「影響は小さい」…設計上の工夫や環境保全措置の実施等により影響が小さく抑えられ

る場合 
「影響が考えられる」…影響があると想定される場合 
「影響を与える可能性について検討する」…理論的または経験的に影響の可能性がない

か低いものの、その根拠を特に詳しく説明することとした場合 
・調査書全編に渡り、影響に関する表現を上記の使い分けで統一した。 

第 1 編 
第 4 章 
第 2 節 騒音 

・「２．工事中における工事関係車両の走行に伴う騒音の影響」の予測条件の設定につい

て、予測に用いた交通量は騒音の予測時間帯に合わせて 6 時～22 時までの 16 時間の

値を用いたことを本文にも明記。（P4-2-10） 
・「３．工事中における建設機械の稼働に伴う騒音の影響 ３）予測条件の設定 ウ 暗

騒音」の「表 4.2.18 暗騒音に設定した騒音レベル」の No.1 と No.2 の朝の数値を修

正。（P4-2-16） 
・「４．供用時における廃棄物搬入車両等の走行に伴う騒音の影響」の予測結果について、

交通量が現状とほとんど変わらないことが分かりやすいよう、記述を追加。（P4-2-22） 
第 1 編 
第 4 章 
第 3 節 振動 

・「２．工事中における工事関係車両の走行に伴う振動の影響」の予測条件の設定につい

て、予測に用いた交通量の誤記を修正。（P4-3-9） 
・「４．供用時における廃棄物搬入車両等の走行に伴う振動の影響」の予測結果について、

交通量が現状とほとんど変わらないことが分かりやすいよう、記述を追加。（P4-3-18） 

第 1 編 
第 4 章 
第 5 節 悪臭 

・「表 4.5.5(1)臭気指数及び臭気強度調査結果（夏季）」の地名の誤記を修正。（P4-5-4） 

第 1 編 
第 4 章 
第 6 節 水質 

・「２．工事中における土地造成、掘削及び舗装工事・コンクリート工事に伴う水質への

影響」の予測結果について、埋立地内の雨水は外周水路に流れ込まないこと、外周水

路には埋立地の外からの雨水が流入することが読み取れるよう記述を追加。（P4-6-12） 
・「図 4.6.5 工事中の雨水の排水経路」について、矢印を追加して外周側溝が場外の雨水

を埋立地内に流下させない機能を持つことが分かりやすいように修正。（P4-6-14） 
・「４．供用時における最終処分場の存在及び浸出水処理水の排出に伴う水質への影響」

の（５）予測結果に BOD、SS、有害物質に関する記述を追加。（P4-6-16） 
・「表 4.6.14 環境保全に関する目標（存在による影響）」に BOD、SS、有害物質を追加。

（P4-6-17） 
第 1 編 
第 4 章 
第 7 節 水象 

・「図 4.7.6 雨水排水経路」について、水質の「図 4.6.5 工事中の雨水の排水経路」と同

様に矢印を追加して外周側溝が場外の雨水を埋立地内に流下させない機能を持つこと

が分かりやすいように修正。（P4-7-12） 

第 1 編 
第 4 章 
第 9 節 地形・地質 

・「２．施設の存在・供用による影響」の予測結果「３）埋立地の安定性」について、埋

立地の盛土法面は地震時にも安定であるよう設計されている旨の記述を追加。（P4-9-
8） 

第 1 編 
第 4 章 
第 10 節 植物 

・「図 4.10.3 新処分場の整備に伴い改変を行う範囲」に、キャッピングの範囲の図示を追

加。（P4-10-12） 
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表 3.1(2) 主な修正内容一覧(2) 

調査書(案)における項目 主な修正内容 

第 1 編 
第 4 章 
第 11 節 動物 

・「図 4.11.9 新処分場の整備に伴い改変を行う範囲」を図 4.11.9(1)～(3)とし、期間別に

改変場所と改変内容が分かるよう図示。（P4-11-27～P4-11-29） 
・影響予測結果の表 4.11.21 及び表 4.11.22 中の影響に関する表現を、第 3 章と統一した

使い分けに修正。（P4-11-25～P4-11-26、P4-11-30～P4-11-34） 

第 1 編 
第 4 章 
第 12 節 生態系 

・影響予測結果の表 4.12.8 及び表 4.12.9 中の影響に関する表現を、第 3 章と統一した使

い分けに修正。（P4-12-9～P4-12-10） 

第 1 編 
第 4 章 
第 13 節 景観 

・環境保全措置として、新設する浸出水処理施設の意匠について、周辺環境との調和を

図り景観に配慮した施設とすることを、本文及び表 4.13.9 に記載。（P4-13-17） 

第 1 編 
第 5 章 
総合評価 

・影響に関する表現を、第 3 章と同様の使い分けに修正。（P5-1～P5-2） 
・「5.2.2 存在・供用による影響」の「（２）最終処分場の存在」に関する記述に、土取場

の切土法面及び処分場の盛土法面が安定性に十分配慮して設計されている旨の記述を

追加。（P5-2） 
第 1 編 
第 6 章 
事後調査計画 

・不測の事態への対応の記述を追加。（P6-1） 
・影響に関する表現を、第 3 章と同様の使い分けに修正。（P6-1～P6-8） 
・「3.2 環境保全措置の追加・見直し等」に、「１．工事による影響」及び「２．存在・

供用による影響」を追加し、事後調査の結果に基づく具体的対応の記述を追加。（P6-
13） 
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第４章 調査書に関する審議経過 

1. 有識者会議の意見及び事業者の見解 

調査書に対する有識者会議の意見及び事業者の見解は、表 4.1 及び表 4.2 に示すとおりである。 
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第５章 調査書の修正内容 

調査書に対する有識者会議の意見等を踏まえ、調査書の見直し及び修正を行い、その内容を反映させ

た。主な修正事項の一覧を表 5.1(1)～(2)に示す。 

 

表 5.1(1) 調査書の主な修正内容一覧(1) 

調査書における項目 主な修正内容 

第 1 編 
第 1 章 
1.5 事業の内容 

・「1.5.4 事業計画の概要 （２）主要設備の概要 １）埋立地（貯留構造物）」に、埋立地成

形による旨の記述を追加し、掘削・盛土等の範囲図を追加。（P1-12、P1-14）（図の追加に

より、以降の図番を修正） 
・「1.5.4 事業計画の概要 （３）工事中の通行ルート」に廃棄物の搬出の記述を追加。（P1-

25） 
・「表 1.5.9 施設整備工事の工程」を最新のものに変更し、造成工事の工程に「埋立地成形」

の記述を追加。（P1-28） 
第 1 編 
第 3 章 
3.2 生活環境影響調査の

項目と選定理由 
（その他関連部分） 

・運搬（機材・資材・廃材等）に廃棄物を追加。（P3-2～P3-6、P3-8、P3-11～P3-15） 
・「表 3.1.1 生活環境影響調査の項目の選定結果」の大気質及び水質の「運搬（機材・資材・

廃材等）」の区分に標準化項目を追加。（P3-2） 
・「表 3.2.1(1)生活環境影響調査の項目の選定理由（大気質：工事による影響）」にダイオキシ

ン類及び重金属類の記述を追加。（P3-3） 
・「表 3.2.6(1)生活環境影響調査の項目の選定理由（水質：工事による影響）」に廃棄物搬出時

の影響の記述を追加。（P3-8） 
・「表 3.2.15 生活環境影響調査の項目の選定理由（廃棄物等：工事による影響）」に埋立地成

形の記述を追加。（P3-15） 
第 1 編 
第 4 章 
第 1 節 大気質 

・運搬（機材・資材・廃材等）に廃棄物を追加。（P4-1-14～P4-1-15） 
・「２．工事中における工事関係車両等の走行に伴う大気質への影響 ２）工事中における運

搬車両の走行に伴う粉じん飛散の程度」の予測結果に、ダイオキシン類及び重金属類を追

加し、「イ）ダイオキシン類及び重金属類の飛散の程度」にダイオキシン類及び重金属類に

関する予測等の記述を追加。（P4-1-24～P4-1-27）（表の追加により、以降の表番を修正） 
第 1 編 
第 4 章 
第 2 節 騒音 

・運搬（機材・資材・廃材等）に廃棄物を追加。（P4-2-8） 

第 1 編 
第 4 章 
第 3 節 振動 

・運搬（機材・資材・廃材等）に廃棄物を追加。（P4-3-5） 

第 1 編 
第 4 章 
第 4 節 低周波音 

・運搬（機材・資材・廃材等）に廃棄物を追加。（P4-4-6） 

第 1 編 
第 4 章 
第 6 節 水質 

・「6.2 予測及び影響の評価」の「１．予測の内容及び方法」の表 4.6.10(1)に運搬（機材・資

材・廃材・廃棄物等）の記述を追加。また、「２．工事中における廃棄物搬出車両からの粉

じんの飛散に伴う水質への影響」を追加し、廃棄物搬出時の搬出車両からの水質への影響

の旨の記述を追加。（P4-6-11～P4-6-13）（項目追加により、以降の表番及び見出し番号を

修正） 
第 1 編 
第 4 章 
第 9 節 地形・地質 

・「２．施設の存在・供用による影響 （５）予測結果 １）現最終処分場の安定性」につい

て、糸魚川－静岡構造線の断層の地震を踏まえて、盛土法面の設計と既存の貯留堰堤の耐

力の確認を行っている旨の記述を追加。（P4-9-7） 
第 1 編 
第 4 章 
第 11 節 動物 

・「図 4.11.9(1)新処分場の整備に伴い改変を行う範囲（令和 7 年 7 月～令和 8 年 7 月）」に廃

棄物搬出の改変内容を追加。（P4-11-27） 

第 1 編 
第 4 章 
第14節 触れ合い活動の場 

・運搬（機材・資材・廃材等）に廃棄物を追加。（P4-14-13～P4-14-14） 

第 1 編 
第 4 章 
第 15 節 廃棄物 

・「２．廃材・残土等の発生・処理による影響 （４）予測方法 １）予測手順」に廃棄物搬

出の記述を追加（P4-15-2）。また、（５）予測結果に「３）埋立地成形時に発生する廃棄物」

を追加して、埋立地成形時の廃棄物搬出の旨の記述を追加（P4-15-3）。 
第 1 編 
第 4 章 
第 16 節 温室効果ガス等 

・運搬（機材・資材・廃材等）に廃棄物を追加。（P4-16-2） 
・「２．工事中の温室効果ガス排出量」の予測手順に、廃棄物搬出の記述を追加。（P4-16-3） 
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表 5.1(2) 調査書の主な修正内容一覧(2) 

調査書における項目 主な修正内容 

第 1 編 
第 5 章 
5.2.1 工事による影響 

・運搬（機材・資材・廃材等）に廃棄物を追加。（P5-1） 

第 1 編 
第 6 章 
事後調査計画 

・運搬（機材・資材・廃材等）に廃棄物を追加。（P6-1～P6-3、P6-8～P6-9） 
・「表 6.1.1 事後調査項目の選定・非選定の理由（大気質：工事による影響）」及び「表 6.1.9
事後調査の選定・非選定の理由（水質：工事中）」に、運搬（機材・資材・廃材・廃棄物等）

についての記述を追加。（P6-1、P6-4） 
・1.4 低周波音に、「1.工事による影響」の記述を追加。（P6-3） 

 

 

 

 


